
●福井県高等学校教職員組合、新日本婦人の会福井県本部、福井から原

発を止める裁判の会、原発問題住民運動福井県連絡会、日本科学者会議

福井支部、福井県労働組合総連合、福井県民医連なども、それぞれの組

織と関係団体に働きかけて署名を大きく進める準備を進めています。

(次号で紹介予定)

●原水爆禁止世界大会福井県代表団は広島の会場で署名を呼びかけ、

１０００名を超える署名を集めました。

福井県医療生活協同組合では、署名用紙と封筒一万枚以上作成、組

合員に配布しています。

サヨナラ原発福井ネットワークでは、全国のつながりをいかしてすでに2

000枚のリーフレットを広めていますが、再稼働阻止全国ネットワークも、

署名に協力してもらうようになりました。

福井県平和センターは10月4～10日午後６時過ぎから、福井市のメト

ロ劇場で原発事故以降の福島の子どもたちを追ったドキュメンタリー

映画「Ａ2－Ｂ－Ｃ｣を上映します。この場を、署名推進の場に位置づ

けています。 ※入場千円、原発反対県民会議が200円補助。
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９月２３日(祝)予定の、「さよ

なら原発☆全国大集会＆大行進」

は、デング熱の関係で会場がち

いさくなり、主催は、さよなら

原発1000万人アクションになり

ました。この行動に共同代表の

若泉政人さんが参加し、福井地

裁判決や署名運動について訴え

ることになりました。

「さよなら原発
☆全国大集会＆大行進」

勝山市
すでに実行委員会を作

り、9月27日(土)午後7時

から勉強会を開きます。

会場は福祉健康センター

「すこやか」。講師は坪

田弁護士です。

あわら市 「原発を考えるあわら市民の会」は、地域
の実行委員会づくり目指して、まずは署名呼びかけ人の中嶌さん

から話しを聞こうと、８月２３日に「原発再稼働ストップ！中嶌

哲演さんと共に考えよう。県民署名推進の集い」を開催。坂井市

民合わせて５５名が参加しました。

坂井市
集会に参加した、坂井市の人た

ちは当日、２団体４０名の賛同人

で、「いらんざ原発！坂井市民の

会」を結成しました。

越前市 「原子力防災を考
える越前市民の会」では毎月学習

会を開催しています。10月4日に

越前市生涯学習センターにて福井

地裁判決の意義について坪田康男

弁護士から話をしてもらう予定で

す。同会では200名の賛同人にニュー

スを送り、すでに400名を超える

署名を集めています。

小浜市 小浜市実行
委員会では、学習や相談会

を積み上げ、小学校区単位

での学習会開催と過半数突

破を目標に準備を進めてい

ます。

福井市
お寺の住職さんや教会の牧師さ

んなど各界の著名人を呼びかけ人

にして9月16日(火)に、「キック

オフ集会」を開催し、実行委員会

を結成します。

若狭町 「安全なふる
里を大切にする会」が、ハガ

キ形式の署名用紙を6000世帯

に全戸配布しています。

美浜町 署名用紙を
3000枚配布して取り組みを進

めています。

敦賀市 関係者が何度も集
まり、その中で署名をすすめる実

行委員会として「ふるさとと子ど

もの未来を考える敦賀の会」を立

ち上げました。立地自治体でも集

めやすい署名への工夫をし、６種

類の署名用紙を作っています。署

名を集める人を９月100人、10月10

0人、11月100人と広げていく計画

に向かって奮闘中です。

大野市 おおの9条の会
の会員や、水問題に取り組ん

できた環境団体や福祉団体の

メンバー中心に、実行委員会

結成に向け準備中です。

大野市で計画されている木質

バイオマス発電所についての

学習を進めていくことも論議

されています。

鯖江市 ７月に実行委員会
がつくられ山本共同代表を講師に

学習会を開催しました。９月14日

（日）には午後2時から鯖江市民活

動交流センター（まなべの館隣）

にて木原壮林氏（理学博士／京都

市）を講師に学習会を開催します。

すべての自治体に実行委員会を
越前町や池田町、おおい町や高浜町でもいま準備中です。さらに強

めましょう。また、ネット署名についても準備中です。


